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― すべての働く者の連帯で、ともに働き暮らす社会をつくろう ー 

当
面
の
日
程 

３月１３日（金）県公務労協春闘総決起集会 18時（自治労プラザ） 

  １５日（日）2009春闘ふれあいファミリーデー10時（吉野川遊園地） 

   

 

県春闘共闘会議は3月6日（金）18時

から、徳島市藍場浜公園において「2009

春季生活闘争勝利 3・6 徳島県総決起集

会」を開催し、各構成組織から約 1,200

人が参加した。 

集会は、山根執行委員（女性委員会）

の司会で始まり、高根会長代行の開会あ

いさつの後、主催者を代表して川越議長

は「百年に一度の金融危機の中で迎えた

厳しい春闘だが、一刻も早い景気回復の

重要な処方箋は、何よりも働く者の雇用

と生活を安定させ、内需の底上げにつな

げることだ。今政府がすべきことは、単

なる予算のバラまきではなく、雇用に重

点を置いた予算改革と社会保障制度の抜

本的な見直しを通じて、効率・競争優先

から公正・連帯重視へと再構築すべきだ。

企業は、働く者を使い捨てにせず、雇用

安定のために社会的責任を果たすべきだ。 

経営側は『無い袖は振れない』と主張し

ているが、負の連鎖を断ち切るためにも

賃上げは重要だ。労働組合としての社会

的責任を発揮し、全ての労働者の雇用と

生活安定のために、職場・地域での取り

組みに全力をつくそう」とあいさつ。 

 続いて、仙谷由人・高井美穂代議士、

仁木博文3区支部長からそれぞれにあい

さつを受けた後、小松事務局長から2009

春季生活闘争の方針と課題として、①賃

金カーブ維持分を確保した上で、ベース

アップや時給引き上げ、積極的な「賃金

改善」に取り組む、②パート労働者等の

均等待遇実現に取り組む、③官公労働者

の労働基本権を確立し、民主的な公務員

制度を実現、④原則 3 月内、遅くとも 4

月内決着をめざす、などの具体的な取り

組みを提案した。 

 その後、決意表明（民間大手・喜納Ｕ

Ｉゼンセン常任、民間中小・平井本部長、

官公労・藤岡副会長、徳島地協・森本議

長、北部地協・佐藤議長、東部地協、茨

木副議長）が行われた。続いて、連合推

せん議員団を紹介、議員ネット代表の庄

野県議から連帯のあいさつを受けた。 

 その後、「雇用の創出とセーフティネッ

トを求めるアピール」案を小畑青年委員

長が読み上げ、全体の拍手で採択された。 

 最後に、吉田副会長の閉会あいさつ後、

川越議長の音頭で団結ガンバローを三唱

し、集会を閉じた。 

この後、参加者は「一方的な賃下げは

許さないぞ」「賃上げで内需拡大を」など

のシュプレヒコールを上げながら、新町

橋－東新町－両国通り－八百屋町－元町

をデモ行進した。 

非常に寒い中、集会・デモ行進に参加し

ていただいた各構成組織の組合員の皆さ

ん、大変ご苦労様でした。 


